
しげばあちゃん
特製レシピ

材　料

●里芋／800g●豚肉／500g●こんにゃく／２枚●油あげ（厚

揚げ）／２枚●ごぼう　ささがき／適量●きのこ（しめじ・えの

き）／好みで●ねぎ／１束●味噌／適量●しょうゆ／適量●さと

う／適量●酒／適量●本だし／適量

作り方
１、水から里芋を煮る
２、少し、しょうゆを入れて煮る
　　と吹きこぼれしにくい
３、ごぼうと、こんにゃくをちぎ
　　っていれる
４、きのこを好みでいれる
５、しょうゆと味噌を合わせて、
　　味付けし、酒・さとう・本だしで整える
６、豚肉・油あげ・ねぎを入れ出来上がり

昭和63年（1988年）
●青年部の「ポストササ」事業（４年間）を踏まえ生活クラブと遊佐町
　農協の共同事業「共同開発米」が３ヵ年計画でスタート。ササ、コシ
　信仰、米の商品化が進む中、米の提携関係、遊佐の稲作の再構築を目
　指す
●共同開発米（２品種）のネーミングを公募で決定。「ゆざ88」「鳥海
　コガネ」に
●アルミ再処理工場問題、移転を機に「月光川の清流を守る基本条例」
　施工
平成２年（1990年）
●アルミ再処理工場問題に際して、生活クラブから1700万円のカン
　パ金が町へ。これを基に「基金」創設される
平成４年（199２年）
●共同開発米価格に「生産者原価方式」採用。サラリーマン並の労賃と、
　「農業環境保全費」も導入
●「共同開発米部会」発足
平成５年（1993年）
●共同開発米の新愛称、公募から「遊ＹＯＵ米」に
平成８年（1996年）
●ササオリジンの作付けが始まる（１万俵）
●全国環境保全型農業コンクールで開発米部会が優秀賞を受賞
平成10年（1998年）
●開発米事業の新たな実験が始まる。無農薬、減農薬栽培、新品種
●減収により開発米基金発動（4000万円）
平成12年（2000年）
●減農薬８成分に取り組む（６名）
平成13年（2001年）
●減農薬５成分に取り組む（７名）
平成14年（2002年）
平成15年（2003年）
●無農薬栽培実験に取り組む（31名）
平成16年（2004年）
●台風による潮風害にて計画対比68.4％の収量
●台風による基金の発動及び生活クラブからのカンパ金

〒999-8301 山形県飽海郡遊佐町遊佐字広表6-1
遊佐町共同開発米部会事務局（ＪＡ庄内みどり遊佐営農課内）
Tel.0234-72-3234　　Ｅ-mail.yuyou＠ja.midorinet.or.jp
URL.http://ja.midorinet.or.jp/̃yuyou/
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このお米はこだわりの遊Ｙou米（共同開発米と
ササオリジン）です。

　共同開発米事業は、旧遊佐町農業協同組合と生活クラブ
生協との共同事業として1988年（Ｓ63）から取り組まれ
ました。その間、栽培の方法、品種の選定、価格の在り方、
流通等、様々な角度から新たな方法を探ってきました。

有機肥料をメインに使用　　化学肥料の使用を通常の半分以下

減農薬をさらに進めて　　使用農薬の回数・成分を減少


